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令和６年度 第１回理事会 議事録 

 

日時：令和６年（２０２４年）４月２３日（火） １４：００ ～ １４：５５ 

開催場所：船橋商工会議所 ５階 ５０１・５０２会議室 

出席者： １８名 

 

議事要旨：                      

１． 開会（事務局） 

 

２．嘉規会長挨拶 

令和５年度は、新型コロナウイルスの感染症法上の分類が変更されたことを受け、感

染対策をとりつつ、船橋市国際交流協会として対面での活動を中心に滞りなく計画した

事業を実施することができた。 

令和５年度の主な活動については議事の中で説明するが、私の方からも簡単に申し上

げたいと思う。 

 

大きなイベントとして、１０月２２日にアンデルセン公園で「インターナショナルフ

ェスティバル」を開催した。 

事前の実行委員会から、多くのボランティアにご参加いただき当日のステージ、フリ

ーマーケット、スタンプラリーなどで活躍していただき、約５，６００名の来場者を迎

える事ができた。 

また、コロナ禍以前に行われていた、外国人と日本人が交流する事業であるバスセミ

ナーを再開することができた。 

外国人のお子様にも多く参加していただき、日本人のお子様と楽しく交流するなど、

日常ではなかなか味わえない体験をし、思い出深い１日を過ごすことができた。 

さらに、日本語教室では、ボランティアの確保により、休止していた協会サロンや葛

飾公民館のクラスを再開し、受講を希望する方に対し選択肢を増やすことができ、より

学びやすい環境を整えることができた。 

 

今年度は、デンマーク・オーデンセ市３５周年、中国・西安市３０周年という、姉妹・

友好都市交流の記念すべき節目の年にあたる。協会としても、市と協力しながら市民主

体の交流イベントを展開していく。 

 

船橋市の外国人住民は増加を続けており、令和６年４月１日現在２１，８６０人とな

っており、この１年間で２，０００人以上増えたことになる。 

船橋市に暮らす外国人住民の皆さんが１日も早く地域社会に溶け込んで生活できる

よう、協会はこれからも支援を行っていくので、引き続き皆様のお力添えをよろしくお

願いしたい。 
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３．議長選出 規約第８条により、小田原副会長が、出席者の承認を得て就任。 

 

４．審議事項 

４－１ 令和６・７年度会長・副会長及び監事の選出について 

   規約第７条により、嘉規会長、小田原副会長、片桐副会長、田邉副会長、 

小原監事、相川監事が、出席者の承認を得て選出。 

【採決結果】 

その他に質問・意見なく、原案通り承認され、第６号議案として総会に付議される

こととなった。 

 

４－２ 総会付議事項 

   総会付議事項については、配付資料の総会資料（案）（以下、「資料」）を用いて 

審議した。 

（１）第１号議案、第２号議案について、一括して説明した。 

①第１号議案 令和５年度事業報告について 

（資料に基づき片桐事務局長が説明） 

②第２号議案 令和５年度決算報告について 

（資料に基づき片桐事務局長が説明） 

③監査報告 

 （相川監事より、４月１２日に小原監事とともに監査を行い、適切に処理されてい

たことを確認した旨報告） 

【意見・質問等】 

・日本語指導協力員としての活動は協会の事業活動に反映されていないのか（A 

理事より）。 

 →P9「事務局の活動」の通年に入っている（事務局より回答）。 

・「外国人相談窓口」について、コロナの影響で戻れなかったというが、ボランティ 

アは戻る意思はなくなっている。今後この状態が続くのであれば、協会としてどう 

するか検討していくべきではないか（A 理事より）。 

 →後ほど３号議案でも説明するが、協会としても同じ問題意識を持っており、今後 

については検討していきたい（片桐事務局長より回答）。 

【採決結果】 

第１号・第２号議案について、原案通り承認され、総会に付議されることとなった。 

 

（２）第３号議案、第４号議案について、一括して説明した。 

①第３号議案 令和６年度事業計画（案）について 

（資料に基づき片桐事務局長が説明） 

②第４号議案 令和６年度収支予算（案）について 

（資料に基づき片桐事務局長が説明） 

【採決結果】 

第３号・第４号議案について、その他に質問・意見なく、原案通り承認され、総会
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に付議されることとなった。 

 

５．閉会（事務局） 

５月１６日（木）に開催される第１回総会の案内を行った。 

【全体を通しての意見・質問】 

・高校生、大学生の海外派遣が今年も中止となり残念だが、円安や物価高で難しい事 

業になっていると思う。今後協会としてどのような展開を考えているのか（B 理事

より）。 

→募集前から懸念はしていたが、やめるのではなくやってみようということで募集 

をかけた。いい事業だと思っているので今後も良いアイディアを出しながら進め

ていきたい（嘉規会長より回答）。 

 ・ヘイワードとのバーチャル交流会など、今後はオンラインでの交流が重要になって

くると思う。子供たちに堂々と発言する力をつけてほしい（B 理事より）。 


